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＜連絡事項＞
・職員玄関の電気錠のエラーについてですが、修繕せずそのまま使用になりました。
・洗濯物の提出場所は下記を周知してください。
【体育館階段下に出す洗濯物】
　　・患者様の私物の洗濯物

　　・感染の洗濯物（3日以上経過したもの）

  　 ※注意！：出す場所は向かって左側のベンチ寄りの方

　【本部洗濯場】
　　・定期のリネンや汚染のリネンは本部の洗濯場
＜患者様連絡事項＞
・神田　直樹様～筋肉疲労の訴えあり、ハップスター1P処方となっている。
・太田　富夫様～眼精疲労の訴えあり、シアノコバラミン点眼液1本処方。アラミスト点鼻薬1本処方。
・松田　健様～両肩から肘に掛けて疼痛訴えあり。ハップスター１P処方、疼痛時IFオーダー追加となりカロナール（500）1T　5回分処方。
・坂本　福子様～先日硬便排出時に肛門出血あり。主治医へ報告し、IFオーダー追加、ヘモポリゾン軟膏3本処方。

＜要注目患者様＞
・太田　富夫様～疲労感・倦怠感の訴え聞かれているが、日課には支障なし。排泄に固着した様子見られている。

























・小笠原　文人様～多弁・多動見られ、奇異行動も散見するが介入にて他者トラブルなく経過。危険行為や易怒性は見られない。
・高橋　義明様～独語しながらホールで過ごしているが、他者への攻撃性は見られず、日課の介入にも拒否なく応じる事は出来ている。

























＜金Dr.担当患者様情報＞
・井上　和美様～ギターが届いたが、音が出ずチューニングできない為新しいエレキギターが欲しいと訴える。両耳下から顎にかけて湿疹と掻痒感あり。皮膚科受診するよう指示受けている。
・田中　文男様～南病棟への移動は、お金の部分を清算後にしてほしいと医事から話があり、現在作業中である事を主治医へ報告。

本人からは精神的に楽になってきたけど、周囲とトラブルになりかける事はあると話す。周囲への気遣いや思いやりを持った行動をとるよう指導受けている。処方同内容継続。
・小笠原　文人様～躁状態により時に危険行為へ発展することもあることを情報提供。

本人からは薬剤調整や、食事変更の希望が聞かれるが、現状のまま継続とする事を説明。
・坂本　福子様～挨拶して入室するが、主治医からの質問には無言。みちのく記念病院への転院について本人が電話でご家族へ伝えた所、”その病院は暴力を振るわれる病院だ”と言われたとの事。当院では本人に向き合った対応をして貰えたと感じている為、転院したくないとの発言聞かれる。

主治医からは将来的に施設を検討するための転院である事を説明　し、自身の生活リズム確立の為に甘えが生じない環境が必要である事を伝えている。先日硬便排出時に出血あり、本人からも軟膏希望。肛門出血時のIFオーダー追加となり、ヘモポリゾン軟膏3本処方。
・飯豊　信雄様～洗面所で独語や奇声が聞かれる事を情報提供。主治医からの質問には、「話し掛けられるから返事をしている」と妄想様の発言聞かれている。処方は同内容継続。
＜小栁Dr.担当患者様情報＞
・中村　惠子様～御家族との面会の状態と、家族が退院後の生活に不安を抱えている事を情報提供。

本人は睡眠もとれており、精神状態は安定していると話し、自宅での生活も大丈夫そうであると話す。ご家族の不安への対応として、外泊訓練を行い、退院調整を慎重に進めていくよう指示あり。
・大久保　すい様～左大腿部痛の訴えはなく、自力で座位をとる状態もみられていることを報告。2/15からカロナール（200）3Tへ減薬となり、様子観察。本人から牛乳摂取の希望があり、現在全量摂取し体重も回復傾向にある事から、朝のメイバランスミニを牛乳に変更の指示。
・会津　慮子様～特変なし。不調の訴えなし。処方同内容継続。
・佐野　貢様～自室への収集癖は変わらず。指導にも表面的な返答。処方は同内容継続。
